
法政大学にはさまざまなコミュニティがありますが　　　　もその１つです。
　　　　は私たち学生自身が法大生のために何が必要であるかを常に考え、大学の公式プログラムである「課外教養プログラム」を企画、
運営する団体です。
　　　　では学生が主体的に考え、学生同士で意見を交換しあい、さらに教職員からアドバイスを受けながら企画を練り上げていきます。
　　　　スタッフは講師への交渉、会場設営、参加学生へのサポートなど、責任を持って運営に取り組みます。

課外教養プログラムプロジェクト（KYOPRO）
ピア・サポートの輪を広めよう！

KYOPROスタッフは、課外教養プログラムを通じて、学内に「ピア・サポート」（学生同士の支え合い）
の循環をつくりだすことを目標としています。

サポートを受けた学生（プログラムへの参加学生）が、今度はサポートする側（　　　　スタッフ）となり、学生同士の支援の循環をつくります。
私たちはピア・サポート（学生同士の支え合い）により学生が抱える不安、身近な悩みの解消をはかりたいと考えています。
また、もっとやりたい！という意欲的な学生の期待にも応えます。そのために「学びのきっかけづくり」「参加者間の交流」の場をつくっていくのです。

好きなようにできる。それは私たち学生にとって良いことであり、また　　　　ならではの厳しさでもあります。学生主体の活動は、自分たちが
行動を起こさなければ何も始まりません。しかし、自分たちの行動が全て結果となって表れる。これが　　　　の厳しさであり、魅力であり、
醍醐味です。学生の力！が存分に反映され、達成感や充実感を心から感じることができます。

日頃は市ヶ谷、多摩、小金井の３キャンパスにわかれて、それぞれのキャンパスで活動
しています。そして、定期的に合同ミーティングを行い、情報の共有やふりかえりを
することで意思疎通をはかり、連帯感を深めています。

　　　　に興味を持った方は、各キャンパスの学生生活課に足を運んでみてください。
また、各キャンパスに　　　　スタッフがいますので、希望者には随時説明をして
います。

HP 
http://www.hosei.ac.jp/gakuseishien/news/kagai/index.html

KYOPRO
これから、いよいよ就活
本番。緊張や不安を取り
除いたり、集中力を高め
たり、１人でもできる
「簡単リラクゼーション」
はないかなぁ…

当日、数名の留学生が参加。
もっと英語ができれば、留
学生にもプログラムの趣旨が
より正確に伝わったのに･･･
この反省を踏まえて「英語
でのサポートができるスタッフ」
を募集。翌日からさっそく
問い合わせがあり、３名の
スタッフが新規加入。

こうして、KYOPROはまた
新たな展開をしていきます。

おかげさまで申し込みは
満員御礼。現地での坐禅
体験だけではもったいない。
せっかく集まった学部・
学科・学年・キャンパスを
超えた法大生をつなげる
べく、バス内レクや交流
プログラムでサポートします。

場所は世田谷の龍雲寺、
講師は京都妙心寺の住職
に依頼。体験したい内容、
学生に話してほしい内容
などを、数回にわたって
打ち合わせ。

（雑誌やネットから）最近、
「坐禅」が女性や社会人に
人気らしいよ。「課外教養
プログラム」として成り
立つか、まずはスタッフが
体験してみよう！
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疑似体
験！ プログラムができるまで ~「坐禅のススメ」の裏側~

KYOPRO

KYOPRO


